
月
の
王
と
月
の
船

保
立
道
久

2
0
2
0
0
2
1
5

（
南
山
大
学
北
條
科
研
）

は
じ
め
に
ー
ー
原
型
、
イ
サ
ナ
神
神
話

１
世
界
の
宇
宙
創
造
神
話

①
ギ
リ
シ
ャ
、
ウ
ラ
ノ
ス
と
ガ
イ
ア
の
神
話

天
空
ウ
ラ
ノ
ス
と
大
地
ガ
イ
ア
が
つ
ね
に
相
抱
擁
し
て
い
る
の
で
、

二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
が
鬱
陶
し
さ
に
苦
し
ん
で
い
た
と

は
じ
ま
る
。
そ
の
た
め
、
子
供
た
ち
は
、
両
親
を
引
き
離
そ
う
と
し

た
が
、
結
局
、
男
子
ク
ロ
ノ
ス
が
大
鎌
を
ふ
る
っ
て
ウ
ラ
ノ
ス
の
陽

根
を
切
り
取
っ
た
の
で
、
ウ
ラ
ノ
ス
は
苦
し
み
、
驚
い
て
高
く
遁
れ

退
い
た
と
い
う
。

②
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
族
、
ラ
ン
ギ
と
パ
パ
の
神
話

天
父
ラ
ン
ギ
と
地
母
パ
パ
の
神
話
。
固
く
抱
き
合
っ
て
い
た
二
人
の

間
で
暗
黒
の
中
に
い
た
子
供
た
ち
は
、
二
人
を
引
き
離
し
、
母
な
る

大
地
ラ
ン
ギ
を
み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
よ
う
と
し
て
、
天
父
を
突
き

上
げ
た
。

③
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
の
神
話

天
父
デ
・
バ
ボ
ウ
と
地
母
デ
・
ア
イ
は
太
陽
と
月
と
海
を
生
ん
だ
。

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
セ
ラ
ム
島
の
神
話

む
か
し
、
父
な
る
天
は
母
な
る
大
地
の
上
に
横
に
な
り
、
性
交
し

て
い
た
。
天
と
地
は
、
当
時
は
ま
だ
今
日
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
。
こ

の
天
地
の
結
婚
か
ら
、
子
供
と
し
て
ウ
プ
ラ
ハ
タ
ラ
が
生
ま
れ
、
つ

い
で
弟
の
ラ
リ
ヴ
ァ
と
妹
の
シ
ミ
リ
ネ
が
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
両
親

の
天
と
地
と
の
間
に
住
む
場
所
が
な
く
、
つ
い
に
ウ
プ
ラ
ハ
タ
ラ
が

天
を
上
に
押
し
上
げ
た
。
す
る
と
大
地
震
が
起
こ
り
天
と
地
は
拡
大

し
て
今
日
の
よ
う
に
大
き
く
な
っ
た
。
天
と
地
の
分
離
の
際
に
は
、

地
上
に
は
ま
だ
暗
黒
が
支
配
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
地
震
の
と

き
、
火
が
地
中
か
ら
生
ま
れ
出
し
、
地
上
に
は
木
や
植
物
が
萌
え
出

で
、
山
々
が
そ
び
え
立
っ
た
。
ウ
プ
ラ
ハ
タ
ラ
は
、
ダ
ン
マ
ル
の
樹

脂
で
大
き
な
球
を
つ
く
っ
て
火
を
つ
け
、
天
に
ほ
う
り
上
げ
て
、
日

と
月
を
作
っ
た
（
大
林
太
良
『
神
話
の
系
譜
』
２
０
６
頁
）
。
。

２
古
層
の
神
々
、
イ
サ
ナ
神

イ
サ
ナ
ミ
の
神
生
は
火
山
噴
火･････

セ
ラ
ム
島
の
神
話
に
一
致

（
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
と
共
通
）

イ
サ
ナ
神
は
南
方
系
の
海
の
神
話
、

イ
サ
ナ
は
鯨
。
キ
は
雄
、
ミ
は
雌
。

イ
サ
ナ
神
の
信
仰
は
瀬
戸
内
海
か
ら
熊
野
・
伊
勢
、
若
狭
に
広
が
る
。

さ
ら
に
広
い
か
（
坂
江
渉
）

Ⅰ
倭
国
の
月
の
王
と
新
嘗
祭
・
月
嘗
祭

１
大
王
は
月
神
、
太
子
は
「
若
狂
」、

①
隋
書

開
皇
二
十
年
（
六
〇
〇
）。

倭
王
あ
り
。
姓
は
阿
毎
、
字
は
多
利
思
比
孤
、
阿
輩
雞
彌
と
号
す
。

あ

ま

あ

め

き

み

使
を
遣
わ
し
て
闕
に
詣
る
。
所
司
を
し
て
其
の
風
俗
を
訪
わ
し
む
。

使
者
言
ふ
、
「
倭
王
は
天
を
も
っ
て
兄
と
為
し
、
日
を
も
っ
て
弟
と

為
す
。
天
い
ま
だ
明
け
ざ
る
時
、
出
て
政
を
聴
き
、
跏
趺
し
て
坐

し
、
日
出
づ
れ
ば
便
ち
理
務
を
停
め
、
云
ふ
我
が
弟
に
委
ね
む
」

と
。
高
祖
曰
く
「
此
れ
太
い
に
義
理
な
し
」
と
。
是
に
お
い
て
訓

へ
て
之
を
改
め
し
む
。
王
の
妻
は
雞
彌
と
号
す
。
後
宮
に
女
六
・

七
百
人
有
り
。
太
子
を
名
づ
け
て
利
歌
彌
多
弗
利
（
ワ
カ
ミ
タ
フ

（
和
）

リ
）
と
な
す
。
城
郭
な
し
」

②
倭
王
は
天
は
兄
、
日
は
弟
。
つ
ま
り
月
の
王

倭
王
は
未
明
（
午
前
三
時
頃
）
に
後
宮
を
出
て
、
政
治
を
と
り
、
日
の

出
の
後
は
後
宮
に
戻
る
。
倭
王
は
神
話
意
識
で
は
「
天
」
と
「
日
」
に
な

ら
ぶ
存
在
。･

･
･
･
･
･
･
･
･
･

倭
王
は
月
。

倭
王
の
最
初
の
称
号
の
ア
マ
タ
リ
シ
ヒ
コ
（
天
で
満
足
し
て
い

る
も
の
）。
倭
王
の
「
満
月
」
と
い
う
自
己
意
識
。

『
老
子
』
四
四
章
の
「
知
足
」、
四
五
章
「
大
盈
も
冲
し

、
、

、
、

き
が
若
く
し
て
、
そ
の
用
は
窮
ま
ら
ず
」
を
ふ
ま
え
た

も
の
（
保
立
『
現
代
語
訳

老
子
』
ち
く
ま
新
書
）
。

③
ワ
カ
タ
フ
レ･････

「
若
翁
（
狂
）」

ワ
カ
タ
フ
レ
は
「
若
翁
」
と
書
く
が
、「
翁
」
に
は
「
狂
」
の
意
味
。

若
い
王
子
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
、
暴
れ
て
よ
い
と
い
う
風
習
。

２
新
嘗
祭
は
未
開
の
風
習

①
月
神
＝
倭
王
は
「
夜
の
食
国
」
の
支
配
者

イ
サ
ナ
キ
の
神
生
み
と
三
神
の
分
担
（
『
古
事
記
』
）

①
ア
マ
テ
ラ
ス
は
「
高
天
原
」、

②
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
海
原
」

③
ツ
キ
ヨ
ミ
は
「
夜
の
食
国
」

王
権
の
三
つ
の
側
面
（
『
書
紀
』
応
神
紀
）

①
「
天
津
日
継
」
、
血
統
的
な
霊
威
。

②
「
山
海
の
政
」
、
山
野
河
海
（
無
縁
に
対
す
る
支
配

③
「
食
国
の
政
」

ツ
キ
ヨ
ミ
の
「
夜
の
食
国
」
支
配
は
、
王
の
「
食
国

の
政
」
に
対
応
す
る

②
ツ
キ
ヨ
ミ
神
話･････

ウ
ケ
モ
チ
女
神
殺
し

ツ
キ
ヨ
ミ
神
話
（
『
書
紀
』
五
段
異
伝11

）

ツ
キ
ヨ
ミ
は
イ
サ
ナ
キ
か
ら
「
日
に
配
び
て
天
の
事
を
知
れ
」
と

命
令
さ
れ
、
天
に
昇
る
と
、
先
に
い
た
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
地
上
に

降
り
て
保
食
神
の
様
子
を
見
て
こ
い
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
女
神
ウ
ケ

ウ
ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ

モ
チ
は
歓
待
の
た
め
に
、
そ
の
口
か
ら
反
吐
を
だ
す
よ
う
に
食
物

を
用
意
す
る
の
を
み
て
怒
っ
て
剣
を
抜
い
て
女
神
を
殺
害
。

こ
の
た
め
に
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ツ
キ
ヨ
ミ
は
「
相
見
じ
」
、
「
一
日

一
夜
、
隔
離
り
住
み
た
ま
ふ
」
こ
と
に
な
り
、
夜
が
生
ま
れ
た
。

女
神
の
遺
骸
か
ら
牛
馬
・
粟
・
蚕
・
稗
・
稲
・
麦
・
大
豆
・
小
豆
が

生
じ
た
。
ツ
キ
ヨ
ミ
は
「
夜
」
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
「
食
国
」
の

富
を
作
り
出
し
た
。

こ
の
神
話
は
『
山
城
国
風
土
記
』
で
は
ツ
キ
ヨ
ミ
が
、
山
背
葛
野

郡
の
桂
里
に
降
臨
し
保
食
神
を
「
殺
し
た
」
と
い
う
形
で
残
り
。

山
背
葛
野
郡
桂
里
は
月
神
の
田
、
宇
多
ア
ラ
ス
田
が
あ
り
、
そ

れ
が
新
嘗
祭
の
た
め
の
屯
田
と
な
っ
て
い
る
（
菊
地
照
夫
文
献
）

月
神
が
降
臨
し
て
女
の
身
体
を
所
有
す
る
た
め
の
田
地
。
屯
田
が

新
嘗
祭
の
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
。

③
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
・
月
次
祭
は
「
月
嘗
祭
」。
満
月
祭

新
嘗
祭
は
饗
宴
（
食
物
儀
礼
）
と
王
が
神
と
な
る
神
婚
儀
礼
（
性

的
儀
礼
）

王
も
女
の
身
体
を
支
配
す
る
。

倭
王
は
月
神
が
乗
り
移
っ
た
よ
う
に
し
て
「
食
国
」
の
食
物
を

消
費
し
、
国
富
の
象
徴
と
し
て
貢
上
さ
れ
た
女
と
神
婚
を
行
う
。

④
隋
皇
帝
は
未
開
の
風
習
を
非
難
。

未
開
社
会
で
は
人
々
は
「
夜
」
を
中
心
に
生
き
る
。
一
日
は
夜

か
ら
始
ま
り
、
夜
の
饗
宴
が
す
べ
て
の
中
心
。



Ⅱ
天
地
鎔
造
神
話
と
月
の
船
産
霊
（
ム
ス
ヒ
）
神
段
階

１
天
地
鎔
造
の
神
と
月
神
・
日
神

『
書
紀
』
四
五
二
年

阿
閉
臣
事
代
、
命
を
銜
け
て
、
出
で
て
任
那
に
使
す
。
是
に
、
月
神
、

、
、

人
に
著
り
て
謂
り
て
曰
く
、
「
我
が
祖
高
皇
産
霊
、
預
ひ
て
天
地
を

そ

鎔
造
す
る
功
有
り
。
民
地
を
も
っ
て
、
我
・
月
神
に
奉
れ
。
若
し
請

の
依
に
我
に
献
ら
ば
、
福
慶
あ
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
事
代
、
是
に

よ
り
て
、
京
に
還
り
て
具
に
奏
す
。
奉
る
に
歌
荒
樔
田
を
も
っ
て
す
。

＜
歌
荒
樔
田
は
山
背
国
の
葛
野
郡
に
あ
り
＞
。
壱
伎
県
主
の
先
祖
、

押
見
宿
弥
、
祀
に
侍
ふ
。

（
『
日
本
書
紀
』
顕
宗
紀
三
年
二
月
一
日
条
）

阿
閉
臣
事
代
、
王
命
を
う
け
て
朝
鮮
の
「
任
那
」
に
使
者
と

し
て
出
か
け
、
そ
の
途
中
の
壱
岐
で
、
「
月
神
」
が
と
り
つ
い

た
状
態
に
な
っ
た
人
か
ら
託
宣
を
う
け
た
。
そ
れ
は
「
私
の
祖

先
で
あ
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
、
そ
も
そ
も
天
地
を
鎔
造
し
た
と

い
う
大
き
な
功
績
を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
に
民
地
を
奉
献

せ
よ
。
そ
の
結
果
、
山
城
国
葛
野
郡
の
「
歌
荒
樔
田
」
と
い
う

田
地
が
月
神
に
奉
献
さ
れ
、
そ
の
祭
祀
は
壱
岐
県
主
の
先
祖
に

あ
た
る
押
見
宿
弥
が
担
当
し
た
。

二
ヶ
月
後
、
今
度
は
対
馬
の
日
神
が
と
り
つ
い
た
状
態
に
な

っ
た
人
か
ら
同
じ
よ
う
な
託
宣
を
う
け
た
。
そ
れ
は
「
磐
余
の

田
を
も
っ
て
、
我
祖
高
皇
産
霊
に
献
れ
」
と
い
う
も
の
で
、
日

神
は
寄
進
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
行
え
と
い
っ
た
。
そ
の
田
地
の

管
理
と
祭
祀
は
、
対
馬
下
県
直
の
一
族
の
担
当
に
な
っ
た
。

創
造
神
の
変
化････

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
カ
ミ
ム
ス
ヒ
へ

鋳
物
型
・
鍋
竈
型
宇
宙

「
天
地
鎔
造
」
と
は
鋳
物
を
鎔
鉱
炉
で
作
る
よ
う
に
、
世
界
を

作
る
こ
と
（
原
典
は
文
選
）
。
天
は
堅
い
金
属
・
岩
盤
で
で
き

て
い
る
。
地
の
底
に
も
堅
い
金
属
・
岩
盤
が
あ
っ
て
、
世
界
は

巨
大
な
卵
の
よ
う
な
も
の
。
鋳
造
文
化
の
中
国
神
話
（
参
照
保

立
『
現
代
語
訳

老
子
』
ち
く
ま
新
書
）

２
長
胴
甕
型
宇
宙
の
世
界
像
と
「
壺
」

人
々
が
天
地
の
全
体
を
ど
う
考
え
て
い
た
か

図
①
②
（
宣
長
・
篤
胤
的
宇
宙
観
）

『
古
事
記
伝
』
に
付
載
さ
れ
た
宣
長
の
弟
子
の
服
部
中
庸
の
『
三

大
考
』
の
図
。
「
天
・
地
・
泉
（
地
下
）
」
の
概
略

そ
れ
ま
で
繋
が
っ
て
い
た
「
天
・
地
・
泉
（
地
下
）
」
が
最
後

に
分
離
し
た
（
と
想
像
し
た
）
様
子
を
描
い
た
も
の
。
服
部
は

「
天
」
と
「
地
」
の
間
に
は
昔
は
「
天
浮
橋
」
が
あ
っ
た
が
、

天
地
分
離
と
と
も
に
消
失
し
、
そ
の
痕
跡
は
火
山
と
そ
の
噴
煙

の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
と
し
て
お
り
、
「
地
」
と
「
泉
」
の
間

も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
生
身
で
往
来
し
て
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
昔

は
往
還
の
道
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
消
失
し
て
、
「
地
」
と

「
泉
」
も
分
離
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

図
③
（
そ
れ
を
長
胴
甕
型
に
切
り
替
え
）

宇
宙
が
鎔
鉱
鑪
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
上
部
は

天
蓋
を
描
き
、
下
部
は
「
根
の
国
」
を
囲
い
込
ん
だ
大
き
な
円
筒
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。

火
山
に
よ
る
世
界
鎔
造
神
話
。

「
鎔
鉱
鑪･

･
･
･
･
･
･
･
･

長
胴
釜
＋
竈
―
―
火
山
」
と
い
う
幻
想

中
村
啓
信
に
よ
れ
ば
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
妻
神
で
あ
る
カ
ミ
ム
ス

ヒ
は
竈
神
。
『
古
事
記
』
に
よ
る
と
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
焚
く
火

は
天
ま
で
届
き
、
天
に
で
き
た
新
室
の
天
井
裏
に
煤
が
八
拳
の

長
さ
も
垂
れ
下
が
ら
せ
る
ほ
ど
巨
大
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

巨
大
な
竈
が
宇
宙
構
造
と
し
て
幻
視
さ
れ
て
い
た
。

勝
俣
隆
は
、
ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
の
浩
瀚
な
書
、『
シ
ャ
マ

ニ
ズ
ム
』
が
「
ア
ル
タ
イ
系
諸
民
族
の
世
界
観
で
は
、

天
は
、
天
幕
の
屋
根
状
に
大
地
を
覆
う
も
の
、
あ
る
い

は
大
鍋
を
伏
せ
た
よ
う
な
半
球
状
を
し
た
堅
固
な
蓋
と

観
念
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
じ
宇
宙
観

図
④
⑤
（
馬
王
堆
飛
衣
の
「
壺
型
の
宇
宙
」
）

中
国
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆
墳
墓
の
木
棺
の
蓋
に
懸
け
ら
れ

た
「
棺
衣
（
飛
衣
）」
に
描
か
れ
た
「
壺
型
の
宇
宙
」
。

現
世
が
巨
大
な
「
壺
」
の
な
か
に
位
置
し
て
い
る
様
子

上
部
は
蛇
身
の
女
神
・
西
王
母
が
統
括
す
る
天
上
世
界

中
段
は
地
上
の
世
界
、

下
段
は
地
下
の
世
界

そ
の
地
上
世
界
と
地
下
世
界
が
「
壺
」
の
型
の
中
に
あ
る

壺
と
み
え
る
も
の
の
器
壁
は
龍
の
身
体
か
ら
な
っ
て
い
る

小
南
一
郎
「
壺
型
の
宇
宙
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
観
念
は
古
く
か

ら
東
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
す
る
。
壺
型
の
宇
宙
像
が
、
老
荘
思

想
・
神
仙
思
想
と
と
も
に
神
話
時
代
の
倭
国
に
入
っ
て
き
て
い

た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図
③
鍋
竈
型
宇
宙
の
想
像
図
と
近
似

３
「
月
・
日･

･
･
･
･

夜
・
昼
」

図
⑧
（
勝
俣
隆
作
成
図
）『
星
座
で
読
み
解
く
日
本
神
話
』

雷
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
矢
に
よ
る
天
蓋
の
穴
、
こ
れ
が
星

図
⑥
に
お
け
る
日
月
の
運
行

地
上
が
夜
で
、
「
月
」
が
天
蓋
の
下
を
通
っ
て
い
る
夜
は
、
「
日
」

は
天
蓋
の
上
、
裏
側
を
通
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

天
蓋
が
岩
盤
性
の
確
固
た
る
物
質
の
層
で
あ
る
以
上
、
こ
の
時

は
地
上
に
「
日
」
の
光
は
届
か
ず
地
上
は
夜
で
、
天
蓋
の
穴
＝

星
か
ら
光
が
さ
し
て
く
る
だ
け
。

地
上
が
昼
間
の
と
き
、「
日
」
は
天
蓋
の
下
。

月
は
「
月
読
命
」
の
い
る
「
根
の
国
」
の
周
囲
に
い
る

「
月
」
「
日
」
は
鍋
竈
型
宇
宙
の
横
っ
腹
に
開
い
た
大
き

な
通
り
穴
か
ら
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
月
分
離
の
神
話
が
こ
れ
を
語
っ
て
い
る
。

４
「
月
の
船
」

(1)

天
の
海
に

月
の
船
浮
け

桂
梶

懸
け
て
榜
ぐ
見
ゆ

月
人

壮
子
（2223

）

(2)

秋
風
の
清
き
夕
に
天
の
川
舟
漕
ぎ
渡
る
月
人
壮
子
（2042

）

(3)

大
船
に
真
楫
し
じ
ぬ
き
海
原
を
こ
ぎ
出
で
渡
る
月
人
を
と
こ

（3611

）

(4)

山
の
は
の
さ
さ
ら
え
を
と
こ
天
の
原
門
渡
る
光
見
ら
く
良
し
も

(5)

奧
つ
国

領

く
君
が
染
屋
形

黄
染
の
屋
形

神
の
門
渡
る

う
し
は

（3888

）

「
月
の
船
は
死
の
船
」(5)

「
黄
染
の
屋
形
」
、
「
（
死
の
国
に
お
も
む
く
）
月
の
船
の
恐
ろ
し
い
姿
」

（
松
前
健
「
死
の
由
来
語
と
月
の
信
仰
」
『
日
本
神
話
の
新
研
究
』。
松
前

は
「
月
は
人
間
に
死
を
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
神
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
み
る

こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
」。

月
の
船
・
銀
河
・
天
石
靫
の
画
像

珍
敷
塚
古
墳
壁
画
を

「
月
の
船
」
が
「
神
の
門
」
を
渡
り
月
世
界
へ
行
く
情
景

左
手
に
ゴ
ン
ド
ラ
型
の
船
、
そ
の
後
部
に
梶
を
と
る
男
。
船
の

舳
先
に
は
鳥
が
立
ち
、
頭
上
に
は
二
重
円
（
太
陽
）
、
船
の
舳

先
に
止
ま
る
鳥
は
「
烏
」
。
三
本
の
横
線
の
上
を
右
側
に
む
け

て
渡
り
向
か
っ
て
い
る
。

一
番
右
に
は
小
さ
な
二
重
円
（
月
）
。
そ
ば
に
は
蛙
。
蛙
は
月

に
住
む
水
の
精

太
陽
の
照
る
現
世
の
昼
間
か
ら
出
発
し
て
月
に
向
か
う
と
い
う
死
の
物

語
を
語
っ
て
い
る
（
普
通
は
太
陽
船
と
い
う
が
月
で
よ
い
。」

三
つ
の
「
靫
」
と
そ
の
中
に
入
っ
た
矢

こ
れ
は
天
神
の
も
つ
矢

死
の
旅
で
天
上
を
通
る
も
の
は
、
そ
の
矢
を
目
撃
す
る
（
天
空
の
星
座
で

「
靱
」
の
形
状
に
似
る
の
は
鼓
星
＝
オ
リ
オ
ン
座
。

死
者
が
雷
神
化
す
る
と
い
う
観
念

お
わ
り
に

月
は
時
？

あ
か
つ
き
・
・
・
・
・
あ
か
と
き

月
と
調

月
は
憑
き
、
尽
き
る
。
そ
し
て
「
つ
く
な
ふ
」
は
物
に
呪
力
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
。
「
御
調
」
と
は
王
に
呪
を
懸
け
ら
れ
占
取
さ
れ
た
も
の
か
。




